
　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教

授
会
は
各
部
門
の
教
授
と
准

教
授
合
計
１
２
１
名
か
ら
構

成
さ
れ
、
新
メ
ン
バ
ー
は
初

回
参
加
の
際
、
会
の
冒
頭
で

挨
拶
を
す
る
。
私
も
２
０
２

１
年
４
月
か
ら
職
位
変
更
と

な
り
、
改
め
て
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
同
時
に

挨
拶
し
た
新
メ
ン
バ
ー
５
名

の
う
ち
４
名
が
女
性
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
自
ら
の
経
験
に

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
画
期
的

な
こ
と
で
あ
る
。
私
が
初
め

て
教
授
会
に
参
加
し
た
の
は

准
教
授
と
な
っ
た
２
０
０
７

年
で
、
そ
の
と
き
も
冒
頭
挨

拶
を
し
た
が
、
少
な
く
と
も

そ
の
と
き
の
出
席
者
に
は
誰

一
人
女
性
は
い
な
か
っ
た
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

発
表
し
て
い
る
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
２

１
」
に
よ
る
と
、
調
査
対
象

の
１
５
６
カ
国
の
う
ち
日
本

は
１
２
０
位
で
、
主
要
７
カ

国
（
Ｇ
７
）、
東
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
圧
倒
的
な
最

下
位
で
あ
る
。
低
評
価
の
原

因
は
国
会
議
員
、
経
営
管
理

職
、
教
授
・
専
門
職
等
、
社

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
べ
き
分
野
の
男
女
格
差

の
た
め
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に

日
本
の
医
療
は
医
師
の
長
時

間
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
今
、
社
会

環
境
は
変
化
し
、
諸
問
題
を

抱
え
な
が
ら
も
医
師
の
働
き

方
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
男
女
の
役
割
分
担
を

含
む
日
本
の
伝
統
的
価
値
観

は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の

容
認
と
は
相
反
す
る
側
面
を

も
つ
が
、
若
い
世
代
を
中
心

と
し
て
個
人
の
価
値
観
も
変

わ
り
、
多
様
化
し
て
い
る
。

　

種
の
起
源
で
知
ら
れ
る
ロ

バ
ー
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
博
士

は
〝It is n

o
t th

e 
strongest of the species 
that survives, nor the 
most intelligent that 
survives. It is the one 
that is most adaptable to 
change.

”
と
の
言
葉
を
残

し
て
い
る
。
私
の
所
属
す
る

眼
科
学
教
室
の
入
局
者
の
男

女
比
は
こ
こ
数
年
１
：
１
で

あ
る
。
運
営
実
務
的
に
は
問

題
山
積
で
あ
る
が
、
な
ん
と

か
こ
の
時
流
に
乗
り
、
よ
り

よ
い
協
生
環
境
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。
教
室
の

生
き
残
り
が
か
か
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
。

（
眼
科
学
教
室
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予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
が
森
ビ
ル

「
虎
ノ
門
・
麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ

拡
張
移
転

「
ヒ
ル
ズ
未
来
予
防
医
療
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
共
同
研
究
講
座
」の
開
講
も

７
年
半
に
お
よ
ぶ
工
事
も
１
年
後
に
完
了

前
田 

宗
慎

大
学
病
院
・
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
管
財
課 

課
長

International A
cadem

y of 
Pathology

（
国
際
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー
）

President 

に
就
任
し
て長

村 

義
之（
49
回
）

日
本
鋼
管
病
院
病
理
診
断
科
部
長
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授
、

東
海
大
学
名
誉
教
授

　

長
谷
山
彰
塾
長
の
任
期
満

了
日
５
月
27
日
を
控
え
、
選

出
規
定
に
よ
る
選
考
が
行
わ

れ
、
４
月
26
日
に
開
か
れ
た

慶
應
義
塾
評
議
員
会
に
お
い

て
新
塾
長
と
し
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
新
塾
長
の
任
期

は
、
２
０
２
１
年
５
月
28
日

か
ら
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

大
学
運
営
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
中
、
新
塾
長
に
は
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
教
育
の
在

り
方
を
示
す
こ
と
な
ど
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

次
号
６
月
号
で
は
、
新
た

に
選
任
さ
れ
る
常
任
理
事
な

ど
、
新
体
制
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
新
塾
長
の
略
歴
】

伊
藤
公
平
（
い
と
う
・
こ
う

へ
い
）　

１
９
６
５
年
生
ま

れ
。
55
歳
。

　

Ph.D.

（Engineering

）。

１
９
８
９
年
慶
應
義
塾
大
学

理
工
学
部
卒
業
。
１
９
９
４

年
米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校

Ph.D.

（
博
士
）
課
程
修
了
。

新
塾
長
に

伊
藤
公
平
理
工
学
部
教
授
が
選
任

速 報

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
助

手
、
助
教
授
を
経
て
、
２
０

０
７
年
理
工
学
部
教
授
に
就

任
。
２
０
１
７
年
４
月
〜
２

０
１
９
年
３
月
理
工
学
部
長

・
理
工
学
研
究
科
委
員
長
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
き
が
け
研
究
領

域
「
量
子
の
状
態
制
御
と
機

能
化
」
領
域
総
括
、
文
科
省

Ｑ
‐
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
量
子
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
分
野
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
な
ど
も
務
め

る
。
専
門
は
固
体
物
理
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
子
材

料
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

半
導
体
同
位
体
工
学
。

　

２
０
２
０
年
12
月
第
32
回

国
際
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｉ

Ａ
Ｐ
）
国
際
会
議
の
閉
会
式

で
引
継
ぎ
式
が
あ
り
、
私
は

正
式
に President

（
理
事

長
）
に
就
任
し
ま
し
た
。
２

０
１
６
年
に
就
任
し
た
国
際

細
胞
学
会
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
の
理

事
長
に
引
き
続
い

て
、
病
理
学
の
国
際

的
な
最
高
の
立
場
を

拝
命
し
た
こ
と
は
、

大
変
に
名
誉
な
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に

病
理
学
は
近
年
、
ゲ

ノ
ム
解
析
が
導
入
さ
れ
、
形

態
学
に
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
な
さ

れ
、
国
際
的
に
共
有
す
る
情

報
が
急
速
に
増
加
し
て
お

り
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
医
療

と
し
て
ま
た
科
学
と
し
て
一

層
の
発
展
を
享
受
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

国
際
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理

事
長
に
就
任
す
る
こ
と
は
こ

の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
、

〝
病
理
学
の
教
育
、
発
展
”

を
活
動
の
目
標
と
す
る
Ｉ
Ａ

Ｐ
の President 

と
し
て
の

重
責
を
果
た
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　

国
際
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｉ
Ａ
Ｐ
）
は
、
１
９
０
６

年
に
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の

協
力
で
創
設
さ
れ
、
現
在
は

世
界
中
に
54
の
支
部
、
総
会

員
数
２
万
人
（
主
と
し
て
病

理
医
）
を
擁
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
組
織
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ａ
Ｐ
は
病
理
学
を
科

学
的
に
進
化
さ
せ
、
普
及
さ

せ
る
病
理
学
の
頂
点
に
位
置

す
る
国
際
団
体
で
あ
り
、

President

は
学
問
的
実
績

の
み
な
ら
ず
行
政
力
、
近
未

来
の
方
向
性
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

得
て
し
て
欧
米
優
位
と
な
り

が
ち
な
組
織
で
ア
ジ
ア
か
ら

の
理
事
長
の
就
任
と
な
っ
た

こ
と
を
深
く
感
謝
し
肝
に
銘

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
日 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
り 

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

と
な
っ
た
Ｉ
Ａ
Ｐ
国
際
会
議

も
１
１
６
か
国
か
ら
４
７
６

０
の
参
加
登
録
が
あ
り
、
次

世
代
の
学
会
開
催
形
式
を
示

唆
す
る
ほ
ど
の
大
盛
会
で
あ

り
ま
し
た
。 

　

思
い
起
こ
せ
ば
50
余
年
前

に
医
学
部
在
学
中
に
「
病
理

学
に
進
む
」
そ
し
て
「
米
国

へ
行
く
」
を
決
心
し
て
邁
進

し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
し
た

年
の
１
９
７
０
年
６
月
22
日

に
〝
夢
に
胸
躍
ら
せ
な
が

ら
”
羽
田
空
港
か
ら
飛
び
立

っ
た
の
を
つ
い
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

滞
在
し
た
コ
ロ
ラ
ド
大
学
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ン

リ
ー
フ
ォ
ー
ド
病
院
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、

病
理
診
断
・
研
究
に
つ
き
実

に
多
く
を
学
び
私
の
”
成
長

期
〝
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
病
理
学
の
国
際
組
織

の
ト
ッ
プ
に
な
れ
る
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

在
学
中
に
米
国
行
き
を
考
え

て
か
ら
、
講
義
の
ノ
ー
ト
は

英
語
で
取
り
、
答
案
も
英
語

で
答
え
て
い
ま
し
た
。
更
に

口
頭
試
問
（
中
に
は
難
関
も

あ
っ
た
）
も
英
語
で
答
え
ま

し
た
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な

私
に
〝
合
格
点
”
を
下
さ
っ

た
先
生
方
に
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
自
由
さ
を
許

容
す
る
塾
の
校
風
が
な
け
れ

ば
今
の
私
は
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
病
理
学

に
一
生
続
く
よ
う
な
興
味
を

持
た
せ
て
く
だ
さ
り
、
自
己

の
専
門
分
野
で
、
世
界
に
通

IAP President

に
引
き
継
が
れ
るGavel

小
槌

（
上
）
と Presidential Pin

（
右
）　
　
　
　
　

新
し
い
虎
ノ
門
・
麻
布
台
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ

用
す
る
〝
一
芸
に
秀
で
る
”

こ
と
の
重
要
さ
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
輩
諸
氏
に
も
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　

最
後
に
、
今
の
若
い
諸
君

達
に
は
、
内
向
き
に
な
ら
ず

に
世
界
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
国

内
の
学
会
も
真
の
国
際
交
流

を
求
め
て
行
く
こ
と
を
期
待

致
し
ま
す
。 

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

ご
支
援
の
程
お
願
い
致
し
ま

す
。

新築工事前の様子
（2013年11月）

２号棟・中央棟解体
（2021年1月）

解体跡整地中
（2021年４月）

現在の状況
（2021年４月）

　

２
０
２
１
年
4
月
、
1
号

館
（
新
病
院
棟
）
新
築
工
事

は
、
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
を
迎

え
ま
す
。
1
号
館
建
設
地
を

確
保
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た

6
号
棟
の
解
体
工
事
が
２
０

１
３
年
11
月
に
始
ま
り
ま
し

た
か
ら
、
工
期
は
実
に
7
年

半
に
お
よ
び
ま
す
。
工
期
の

み
な
ら
ず
３
０
０
億
円
を
超

え
る
総
事
業
費
も
慶
應
義
塾

始
ま
っ
て
以
来
の
大
事
業
で

す
。

　

今
回
は
、
完
成
ま
で
の
今

後
一
年
間
、
ど
の
よ
う
な
工

事
が
行
わ
れ
、
信
濃
町
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
1
号
館
は
、
２

０
１
６
年
に
1
期
棟
が
完
成

し
、
２
０
１
８
年
に
2
期
棟

が
完
成
し
た
後
、
2
号
館
の

診
療
・
入
院
施
設
整
備
期
間

中
、
工
事
を
一
時
中
断
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
2
号
館

の
主
要
部
の
整
備
完
了
を
迎

え
た
２
０
２
０
年
10
月
、
1

号
館
3
期
工
事
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
3
期
工
事
で
は
、

古
い
建
物
の
解
体
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
棟
の
増
築
、
歩
道
や

駐
車
場
な
ど
の
外
構
整
備

が
、
以
下
の
ス
テ
ッ
プ
で
行

わ
れ
ま
す
。

■
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
・
Ⅱ

　

 

２
０
２
０
年
10
月
1
日
〜

２
０
２
１
年
3
月

　

 

1
号
棟
（
東
ウ
ィ
ン
グ
）、

2
号
棟
、
中
央
棟
、
旧
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
棟
の

解
体
工
事

■
ス
テ
ッ
プ
Ⅲ

　

 

２
０
２
１
年
4
月
〜
２
０

２
１
年
7
月
21
日

　

 

1
号
館
の
サ
ブ
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
増
築
工
事
、
駐
車

場
な
ど
の
外
構
整
備
工
事

■
ス
テ
ッ
プ
Ⅳ

　

 

２
０
２
１
年
7
月
22
日
〜

２
０
２
１
年
9
月

　

 

1
号
棟
（
南
ウ
ィ
ン
グ
）

の
解
体
工
事

■
ス
テ
ッ
プ
Ⅴ

　

 

２
０
２
１
年
10
月
〜
２
０

２
２
年
4
月
20
日

　

 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
の
増
築

工
事
、
駐
車
場
な
ど
の
外

構
整
備
工
事

　

現
在
は
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅲ
に

入
っ
て
お
り
、
1
号
館
1
階

の
総
合
案
内
付
近
に
サ
ブ
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
の
増
築
と
外
構

工
事
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
ブ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、

２
０
２
１
年
7
月
21
日
に
閉

鎖
さ
れ
る
現
在
の
メ
イ
ン
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
替
わ
り
、
２

０
２
２
年
4
月
20
日
ま
で
の

約
9
か
月
間
、
病
院
の
メ
イ

ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
す
。
病
院
の
出
入

り
口
の
位
置
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
の
で
、
病
院
利
用
者

の
方
々
が
混
乱
し
な
い
よ

う
、
周
知
や
案
内
の
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
1
号
館
新
築
工
事

が
完
了
し
た
２
０
２
２
年
4

月
21
日
か
ら
は
、
3
期
で
増

築
さ
れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟

に
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が

移
り
ま
す
。
現
在
の
病
院
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
2
号
館
側

に
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
側
に

移
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟

の
前
に
は
２
０
０
台
を
超
え

る
駐
車
場
と
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
、
車
寄
せ
が
で
き
ま
す
。

信
濃
町
駅
か
ら
病
院
に
至
る

通
路
も
広
く
、
綺
麗
に
整
備

さ
れ
、
今
ま
で
と
は
全
く
違

っ
た
新
し
い
慶
應
大
学
病
院

の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　　

最
後
に
2
号
館
で
の
工
事

も
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
2
号
館
で
は
、
3
階
で

教
職
員
・
学
生
な
ど
が
食
事

な
ど
に
利
用
で
き
る
ラ
ウ
ン

ジ
、
8
階
で
事
務
部
門
（
総

務
課
、
人
事
課
、
経
理
課
、

管
財
課
、
学
術
研
究
支
援
課

な
ど
）
の
整
備
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
２
０
２
１
年
11
月

以
降
、
順
次
使
用
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
完
了
ま
で
残
り
1
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
安
心
・
安
全
を
最
優
先
に

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大学病院エントランス棟完成に向けて

第90回北里記念式の中止について

　例年６月12日に開催しております北
里記念式ですが、新型コロナウイルス
感染症の影響拡大を受けて、今年は中
止とさせていただきます。

　なお、三四会賞（北里賞・北島賞）
の受賞者については、三四会のウェブ
サイトにおいてお知らせいたします。

　

慶
應
義
塾
と
森
ビ
ル
株
式

会
社
は
、
２
０
２
３
年
秋
に

開
業
を
予
定
す
る
「
虎
ノ
門

・
麻
布
台
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
（「
虎
ノ
門

・
麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」）」
に
お
い
て
、
慶
應
義

塾
大
学
病
院
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
予
防
医
療
セ

ン
タ
ー
」）」
が
信
濃
町
地
区

か
ら
拡
張
移
転
す
る
こ
と
、

お
よ
び
「
ヒ
ル
ズ
未
来
予
防

医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
共
同
研

究
講
座
（
以
下
「
共
同
研
究

講
座
」）」
を
開
講
す
る
こ
と

に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

し
た
。

　

２
０
１
２
年
8
月
に
開
設

さ
れ
た
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

・
人
間
ド
ッ
ク
は
、
受
診
者

に
高
い
評
価
を
得
て
、
高
い

が
あ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
拡
張
移
転
の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
基
本
協
定
締
結
に
よ

り
、
高
精
度
な
検
査
機
器
と

高
度
な
診
断
技
術
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
き
た
予
防
医
療

セ
ン
タ
ー
・
人
間
ド
ッ
ク
を

「
虎
ノ
門
・
麻
布
台
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
も
継
続

す
る
こ
と
と
、
さ
ら
に
先
進

的
な
新
し
い
検
査
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
人
間
ド
ッ
ク
と
は
異

な
る
独
創
的
な
健
康
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

受
診
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

個
別
化
予
防
医
療
の
展
開
を

目
指
す
。
ま
た
本
院
の
各
診

療
科
・
診
療
部
門
と
の
連
携

を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
た

疾
患
の
最
速
・
最
適
な
治
療

へ
繋
げ
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
4
月

よ
り
、
慶
應
義
塾
と
森
ビ
ル

に
よ
る
共
同
研
究
講
座
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
森
ビ
ル
が

管
理
・
運
営
す
る
実
際
の「
街

（
ヒ
ル
ズ
）」
を
場
と
し
た
研

究
活
動
を
開
始
し
、
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
予
防

医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
、
研
究
成
果
に
基
づ
く

新
た
な
予
防
医
療
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装

と
、
新
し
い
形
の
産
学
協
働

の
推
進
力
と
な
る
人
材
の
育

成
を
目
指
す
。
未
来
予
防
医

療
」「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る

働
き
方
」「
ダ
イ
バ
ー
ス
ヘ

リ
ピ
ー
ト
率
と
稼
働

率
で
運
営
さ
れ
て
き

た
が
、
一
方
ド
ッ
ク

の
予
約
が
取
り
に
く

い
状
況
が
続
い
て
お

り
拡
張
が
望
ま
れ
て

い
た
。
ま
た
受
診
者

の
健
康
管
理
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
が
年
々
多

様
化
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
に
対
応
す

べ
く
個
別
化
健
診
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の

必
要
性
が
生
じ
て
い

た
。
こ
の
状
況
下
で

森
ビ
ル
か
ら
新
し
い

街
づ
く
り
の
中
核
施

設
で
あ
る
「
虎
ノ
門

・
麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
へ
の
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

ル
ス
（
多
様
性
に
対
応
す
る

健
康
医
療
）」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、（
1
）個
別
化
予
防
医

療
を
実
現
す
る
最
先
端
の
健

康
診
断
・
健
康
支
援
に
関
す

る
研
究
、（
2
）ウ
ェ
ル
ネ
ス

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実

現
す
る
働
き
方
、
経
営
な
ら

び
に
オ
フ
ィ
ス
・
街
区
の
環

境
に
関
す
る
研
究
、（
3
）こ

れ
ら
を
実
現
す
る
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
デ
ー

タ
技
術
に
関
す
る
研
究
を
統

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
あ

り
、
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
協
働
に
よ
り
質
の
高
い
未

来
の
予
防
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

研
究
開
発
し
て
い
く
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
へ
の

期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
る

中
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な

社
会
を
目
指
し
て
、
常
に
予

防
医
療
の
最
新
形
を
追
求
し

続
け
て
い
き
た
い
。

（
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

 

高
石
官
均　

69
回
）

新築されるエントランス棟（パース）

新しくなる病院（パース）


